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環状道路の機能

通過交通の都心部へ

の流入を抑制する

災害や事故などで一部

区間の不通があっても

速やかに迂回できる

周辺地域間の移動が

直接できる

郊外から都心部への

交通を分散誘導する

通過交通の抑制 分散導入効果 地域間移動 非常時の迂回機能
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諸外国の環状道路の整備状況

○ 東京首都圏の環状道路の整備率は７９％。諸外国の主要都市では、多車線の環状道路整備が進んでいる。

８車線
６車線
４車線
２車線
未供用区間

都市名 計画延長 供用延長 整備率 備考

東京 525km 417km 79% 2017年12月末現在

北京 433km 433km 100% 2009年9月12日完成

ソウル 168km 168km 100% 2007年12月28日完成

パリ 313km 272km 87% 2016年7月現在

ワシントンＤＣ 103km 103km 100% 1998年完成

ロンドン 188km 188km 100% 1986年完成

ベルリン 223km 217km 97% 2017年6月現在

北 京

ワシントンDC

ソウル
ロンドン

その他の高速道路
（供用・未供用）

主な一般道路

ロンドン

二環路

三環路

東 京

パ リ

ベルリン
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首都圏３環状道路の整備見通し

首都圏３環状道路整備率
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中
H30年6月までに

開通予定

H32年度

桶川

北本

藤沢IC

三郷南IC

速

大泉ＪＣＴ

東名ＪＣＴ

新東名
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央
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※1

境古河IC
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茅ヶ崎
JCT

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ

第

岸

H32年度※1

状

H27年
3月7日
開通

八王子JCT

JCT
つくば

業
中

相模原
愛川IC

高尾山IC

H29年2月26日開通

稲敷IC

神崎IC

東
京

湾

注1：※1区間の開通時期については土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合
注1：※2財投活用による整備加速予定箇所（H36年度開通見込み（用地取得等が順調な場合））
注2：久喜白岡JCT～木更津東IC間は、暫定2車線
注3：事業中区間のIC、JCT名称には仮称を含む

横浜青葉
IC・JCT

生麦JCT

高速横浜環状北西線

高速横浜北線 港北JCT

H29年3月18日開通

H32年の東京オリンピック・
パラリンピック迄に開通予定

東

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

事業中

事

H27年10月31日開通

※2
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※1 圏央道（海老名JCT～茨城県・千葉県境）が通過等する３５市町
※2 経済センサスの産業分類（中分類）の「道路旅客運送業」「道路貨物運送業」「倉庫業」「運輸に附帯するサービス業」の合計
※3 中小企業基本法に基づく「小規模企業者（概ね常時使用する従業員の数が20人以下の事業者）」を除く
※4 法人住民税：法人の収益・規模に応じて課せられる税（本資料では、市町村民税として課税されたものを指す）
※5 固定資産税（家屋）：固定資産（家屋）の評価額に応じて課せられる税
※6 １都４県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県）の合計から「圏央道（海老名JCT～茨城県・千葉県境）が通過等する

３５市町」および東京都区部を除いた値

圏央道整備効果：物流施設等の立地

・沿線自治体※1の大型物流施設等は、５年間で約90件増加※2、 ※3

・沿線の大型物流施設等からは、配送時間の短縮に伴う生産性向上の声
・沿線自治体※1の大型物流施設等の従業者数は、５年間で約9,000人増加※2、※3

・法人住民税※4が約150億円増加、固定資産税（家屋）※5が約60億円増加

■固定資産税（家屋）※5の推移■法人住民税※4の推移

出典：総務省 経済センサス

■大型物流施設等の従業者数の推移※2、※3■大型物流施設等の立地の推移※2、※3

■圏央道沿線自治体に立地する大型物流施設

出典：総務省 経済センサス

沿線自治体全体※1

沿線自治体全体の伸び率(対H21比)
関東(1都4県※6）全体の伸び率(対H21比)

ＧＬＰ厚木
H25.12立地 延床約10.7万㎡

ロジスクエア久喜
H28.6立地 延床約4.4万㎡

ランドポート八王子II
H28.9立地予定延床約3.7万㎡
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出典：総務省 地方財政状況調査 出典：総務省 地方財政状況調査
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○圏央道(東名～茨城県・千葉県境)沿線市町では大型物流施設等の立地や生産性の向上が進み、
雇用や税収が増加



圏央道整備効果：渋滞解消

空港発着バスや自家用車での成田空港の利便性が向上

○ 成田空港と群馬・栃木方面を結ぶ高速バスのうち、約７割が都心経由等から圏央道ルートに経路を変更
○ 久喜白岡JCT～成田空港間の所要時間が約30分短縮し、定時性も向上（最長約113分→約86分）

■圏央道ルートへの転換

68

21

47 

0

50

100

開通前 開通後

都心経由等

圏央道経由

（便）
既存バスのうち
約７割の便が
圏央道ルートに

変更

H29.2
茨城県区間 全線開通

出典：成田国際空港株式会社提供データ、各社HP情報より算出

■所要時間の短縮と定時性の向上

出典：ETC2.0プローブデータから所要時間を算出
都心経由ルート ：H28年7月1日～7月31日
圏央道ルート ：H29年7月1日～7月31日

（久喜白岡JCT～成田空港の所要時間の比較）

都心経由
ルート

（116㎞）

圏央道
ルート

（102㎞）

最短所要時間
最長所要時間
平均所要時間

開通前に比べ

約30分短縮※

高崎･前橋

太田

桐生

開通前
（都心経由ルート）

C4

E20

C4

C3

E6

E50

成田空港

E17

宇都宮

E4

茨城県

埼玉県

千葉県

東京都

移動時間（分）0                      50                    100       150

40分

平均88分

最短
73分

最長
113分

最短
69分

平均76分

17分
バラツキ

23分
短縮

27分
短縮

最長
86分

※久喜白岡JCTから成田空港へ最長所要時間の変化
都心経由（圏央道開通前）：約113分
圏央道経由：約86分

成田空港には多数のバスが発着

伊香保温泉
：都心経由ルート

：圏央道ルート

：延伸予定ルート

写真提供：NAA 

境古河バスターミナル
つくば中央ＩＣ

平成29年2月26日
開通区間

境古河ＩＣ

開通後
（圏央道ルート）

～成田空港へのアクセス性向上により、自動車・高速バスがより便利に～

N
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首都圏の高速道路を賢く使うための料金体系（平成28年4月より導入）

圏央道などの整備進展
利用重視の料金 料金水準や車種区分を統一整備重視の料金

整備の経緯の違い等
料金水準や車種区分等に相違

※１ 物流への影響等を考慮し、上限料金を設定するなど
激変緩和措置を実施（ただし、京葉道路は、地域内料金は据え置き）

※２ 千葉県内の高速ネットワーク（千葉外環、圏央道（松尾横芝～大栄））の概成後に整理

【料金水準】 現行の高速自動車国道の大都市近郊区間の水準に統一
【車種区分】 5車種区分に統一

①料金体系の整理・統一 （対象は圏央道の内側） ②起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現
○ 起終点間の最短距離を基本に料金を決定

厚木→桜土浦

注１） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、東名高速の例

注２） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

※ あわせて、車種区分を５車種区分に整理統一（首都高速について段階的に実施）
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36.6注1

（海老名～
久喜白岡）

※１

※１

※２

［29.52］
注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

[24.6]注2

高速自動車国道
（普通区間）

円/km 円/km

普通車
全線利用

普通車
全線利用

料金

圏央道経由都心経由

引下げ

5,050円

3,930円

○整備の経緯の違い等により異なっている料金水準や車種区分について、対距離制を基本に整理･統一

○都心の渋滞等に対し、首都圏の交通流動の最適化を目指し、圏央道や外環をより賢く使う料金体系を
導入

図-1 首都圏の料金水準の整理･統一

図-2 起終点を基本とした継ぎ目のない料金

相模湾

東京湾

太平洋

厚木

桜土浦

（圏央道経由の料金＞都心経由の料金の場合）

都心経由の
料金

厚木

圏央道経由の
料金

図-3 厚木IC～桜土浦ICの場合

図-1

図-2

図-3 6
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○新たな料金の導入により、ネットワーク整備と相まって、都心通過から外側の環状道路に交通が転換
し、首都高速道路全体で通過交通は約１割減。

○東名～東北道間は８割以上が圏央道の利用を選択するなど、圏央道の利用が促進。

都心通過の状況

○都心通過交通は約１割減（42,000台/日⇒39,000台/日）
○特に、大型車の減少率が高く、都心の交通環境の改善に寄与

圏央道を賢く利用

首都高経由 圏央道経由

距離 ９９．５ｋｍ ９８．９ｋｍ

時間 １１２．８分 ９０.６分

料金
３,１８０円

３,５５０円

３,７７０円

３,２６０円

≒

<

※平成28年度平均

首都高経由
15％

圏央道経由
85％

その他
0％

※平成29年3月平均

首都高経由
74％

＜東名⇔常磐道＞ その他
1％

＜東名⇔東北道＞

首都高経由 圏央道経由

距離 １１４．０ｋｍ １５４．０ｋｍ

時間 １２７．１分 １４８．８分

料金

３,５６０円

３,９３０円

５,０５０円※

３,９３０円

例）厚木ＩＣ⇔桜土浦ＩＣ

↓

圏央道経由
25％

新たな料金の設定

例：厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ

>

○東名～東北道間は８割以上が圏央道の利用を選択
○東名～常磐道間は距離・時間の違いから圏央道利用は約２割

圏央道の交通状況

同一発着同一料金の設定

<

<
↓

154.0km
(厚木ＩＣ⇔桜土浦ＩＣ) 114.0km

(厚木ＩＣ⇔桜土浦ＩＣ)

98.9km
（厚木IＣ⇔久喜ＩＣ)

99.5km
(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)

境古河IC～つくば中央IC
平成29年2月26日開通
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E20
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CA E14

↓ ↓=

<

※新たな料金による設定

↓ ↓

>

※ＥＴＣ普通車料金（昼間）

都心通過から外側の環状道路に交通が転換

首都圏の新たな高速道路料金導入後の交通状況
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○都心通過の交通量
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